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. はじめに
ある人の発話の最中に他の会話参加者が発話を開始する場合､ その発話を割り込み発
話() と呼ぶ｡ この割り込み発話は従来､ () の ｢一人ずつ話す｣ という
原則を根拠に ｢誤り｣ とされてきた｡ しかし､ 日本語の会話においては､ 活気のあるテン
ポの速い会話を生み出す (生駒)､ 話し手の発話のサポートをする (深澤) など､
会話の進展にプラスにはたらく機能もあることが明らかにされている｡
接触場面の会話を観察してみると､ 日本語学習者も割り込み発話を行っている｡ しかし､
先行話者からターンを奪うようにして割り込んだり､ 先行発話の内容から離れた話題を持
ち出したりするなど､ マイナスと捉えられるものも多い｡ こういった割り込み発話が母語
話者同士の雑談の場合ではほとんどみられない (木暮) ことを考えると､ 日本語学習
者の割り込み発話には母語話者とは違った原因があると考えられる｡ そこで本研究では､
日本語学習者の行う割り込み発話にはどのようなものがあるかを分類した上で､ その生じ
る原因を明らかにする｡. 先行研究
日本語の割り込み発話の実態を調査したものには､ 先行発話に対する次の発話の開始位
置と内容の関係からのモデルの分類を行った小室 ()､ 相手の発話中に
自発的にターンを取る場合のストラテジーを扱った初鹿野 ()､ 先行発話に対する割
り込み発話の開始位置､ 発話内容､ 発話権の移動の有無から分類した藤井 () などが
ある｡
接触場面会話における割り込み発話を扱ったものには､ 俣野 ()､ 深澤 ()､ 木
暮 () などがある｡ 木暮 () では､ 上級学習者でも否定的に捉えられる割り込み
発話をすることが明らかにされており､ 母語話者と学習者の割り込み発話の性質の違いが
見受けられる｡ しかし､ なぜそのような発話を学習者が行うかについては､ 他の接触場面
を扱った研究も含め､ 言及されていない｡
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そこで､ 本研究では､ どのような割り込み発話が接触場面会話の学習者にみられるかと
いう分類に加えて､ なぜ割り込み発話をするのかという原因も探る｡. 研究方法. 調査方法
日本語非母語話者 (以下) と日本語母語話者 (以下) との接触場面会話を組､同士の母語場面会話組を録音・録画し､ 分析を行った｡ 会話は各分､ 計分で､
すべて文字化した｡ また､ 会話参加者全員にフォローアップ・インタビュー (ネウストプ
ニー､ ファン) を行った｡. 調査対象名､ 名に調査協力を依頼した｡ は年間日本に滞在するプログラムの
留学生で､ 調査時の滞日期間はヶ月からヶ月である｡ の日本語能力は中級だが
個人差が大きく､ ･･､ ･､ ･がそれぞれ同程度の能力である｡は大学生で､ ､ とも全員女性である｡
【表】 調査対象の属性
会話はとというように同じ数字の者同士が行っている｡ 母語場面会話はと､ と､ とがペアである｡ どのペアも初対面かそれに準
ずる() よう設定した｡. 分析の枠組み
分析は､ 文字化資料から割り込み発話の箇所をすべて挙げ､ それが先行発話に対しどの
位置で現れているか､ 割り込み発話の内容が先行発話のトピックと一致しているか､ 割り
込み発話がターンを取得するためのものかという点から行った｡ また､ 録画資料から､ 割
り込み発話の際に非言語行動がどのように用いられているかを記述し､ フォローアップ・
――
〈〉
対象者 年齢 出 身 母 語 日本語学習期間  台湾 (中学生の時アメリカに移住) 中国語 年  ハンガリー ハンガリー語 年  ハンガリー ハンガリー語 年  台湾 (中学生の時カナダに移住) 中国語 年  インドネシア インドネシア語 年  ベトナム ベトナム語 年  ベトナム ベトナム語 年

インタビューと併せて原因の考察に用いた｡ 割り込み位置
先行発話に対しどのような位置で割り込み発話をしているか､ 次のつの場合に分ける｡
なお､ この分類は､ 生駒 () の発話の重なりの分類 ｢Ⅰ発話の頭と頭が重なる場合｣､
｢Ⅱ先行発話の末尾と重なる場合｣､ ｢Ⅲ先行発話の途中で重なる場合｣ を参考にし､ 本調
査におけるデータを観察した上で設定したものである｡
① 相手ターン末尾：先行発話の実質的な内容が終了している部分で割り込み発話を開
始する場合｡
② 相手ターン開始直後：先行発話が開始した直後に割り込み発話を開始する場合｡
③ 先行発話途中の区切れの箇所：先行発話の実質的な内容が終了しておらず､ 先行発
話の言葉の区切りや息継ぎによってできた短いポーズの部分で割り込む場合｡
④ 先行発話途中の区切れがない箇所：先行発話の実質的な内容が終了しておらず､ 明
らかに先行発話話者が発話している最中に割り込んでいる場合｡ 発話内容
発話内容の分析には､ 藤井 () の枠組みを用いる｡ 藤井 () は､ 先行発話に対
する割り込み発話の内容と発話権の移動から次の種類に分類している｡ ①先行話者の発
話権が維持され､ かつ割り込み発話のトピックが先行発話と一致している場合 (調和系)､
②先行話者の発話権が維持されるが､ トピックの方向性が異なる､ または一致しない場合
(調整系)､ ③先行話者の発話権が割り込み発話話者に移動する場合 (独立系) である (表)｡ なお､ それぞれの下位分類には藤井 () を参考に筆者が設定したものもある｡()
【表】 割り込み発話の分類
 言語管理理論
ネウストプニー () は､ 言語教育は言語管理の一部であると主張し､ 言語管理プロ
セスのもっとも簡単な形として､ .規範からの逸脱がある､ .それが留意される､ .
留意された逸脱が評価される､ .評価された逸脱 (問題) の調整のための手続きが選ば
れる､ .その手続きが実施される､ という五つの段階を示している｡
先行研究で明らかにされているように､ 日本語の会話では会話にプラスに作用する割り
込み発話もある｡ 日本語教育においては､ そういったプラスにはたらく割り込み発話と相
手から否定的に捉えられるものとは言うまでもなく区別して扱わなくてはならない｡ そこ
――
〈〉
トピック
発話権 一 致 方向性が異なる 不一致
先行話者の発話権維持 調和系 調整系
先行話者の発話権移動 独立系
(藤井 () より)

で､ 分類した割り込み発話別に､ それが相手のからどの程度留意され､ どのような評
価がなされるのかをフォローアップ・インタビューをもとに考察する｡. 文字化の規則
本稿では会話の例を示す際､ 以下の記号を用いる｡ 視線は､ 見ている方向を番号で､ 視
線の高さを矢印で表わす｡ また､ 同じ方向・対象を継続して見ている間は ｢―｣ で表わす｡
なお､ 相手の顔を見ている時は視線の高さを表わす必要がないので矢印は用いない｡
【表】 文字化の規則
【表】 視線の表示規則
. 割り込み発話の分類. 割り込み位置
本節では割り込み位置に着目する｡ 表は､ 接触場面､ 母語場面のグルー
プ別の割り込み位置による分類､ 表はそれぞれのの割り込み発話の分類である｡
【表】 グループ別割り込み位置 (％)
――
〈〉
 発話の重なり開始箇所 問題となっている割り込み
‖  (例の説明でが関係している場合のみ記す)
↑ 上昇音調  頷き
視線の方向 視線の高さ 相手の顔 → 水平方向 前方 ↑ 上方 右 ↓ 下方 左
( ) 上記以外
位置
グループ
①相手ターン
末尾
②相手ターン
開始直後
③発話途中区
切れあり
④発話途中区
切れなし 計 () () () () ()()
接触場面 () () () () ()
母語場面 () () () () ()

【表】 個人割り込み位置 (％)
.. 日本語非母語話者
表の全体数だけをみると､ 接触場面でのの割り込み発話数はの約倍である｡
表を見ると､ の割り込み発話の回数は個人差が大きい｡ 割り込み発話が最も多い
のは回 (全体の％) の､ 次いで回 (％) の､ 回 (
％) のとなっているが､ ～はみな回以下である｡ 日本語能力の高いの方が多く割り込みをしていることがうかがえる｡
この理由としては､ の流暢さが挙げられる｡ 日本語能力がそれほど高くないと発
話を組み立てるのに時間がかかり､ 相手の発話に対してすばやく反応できないため､ 割り
込み発話そのものが起きる頻度が下がるのである｡ そのために､ それほど時間をかけずに
発話を組み立てることができる日本語能力の高いの方が､ 割り込み発話の回数が高
くなっているのだと考えられる｡
次に割り込み位置を見ると､ 最も多いのは相手ターン開始直後で､ その次に相手の発話
途中の区切れがある場合､ 区切れが無い場合となっている｡ と比較すると､ 特に相手
ターン開始直後の回数が多いのが特徴的である｡には相手ターン末尾の割り込み発話しか現れなかったが､ 他のにはそれ以
外の位置での割り込み発話が見られる｡ 割り込み発話の回数が多い･･も､ そ
の中心は相手ターン末尾以外の位置となっている｡.. 日本語母語話者
全体数を見ると､ の割り込み発話数は接触場面､ 母語場面のどちらにおいても
より少ない｡ また､ 接触場面会話と母語場面会話を比較すると､ 接触場面会話の方が母語
場面会話より割り込み発話数が少ない｡
割り込み位置については､ 接触場面において最も多いのは相手ターン末尾で､ 次いで相
手ターンの途中で区切れがある場合となっている｡ 母語場面では､ 最も多いのは相手ター
――
〈〉
位置 ①相手ターン末尾 ②相手ターン開始直後 ③発話途中区切れあり ④発話途中区切れなし 計 () () () () () () () () () () () () () () () () () () () () () () () () () () () () () () () () () () ()
計 () () () () ()

ンの途中で区切れが無い場合､ 次いで相手ターン末尾である｡ どちらの場面でも､ 相手が
ターンを開始した直後が最も少ない｡
相手ターン末尾の割り込み発話が多いのは､ その位置での割り込みは相手のターンを実
質的には侵害することなく､ 間をおかずにスムーズにターンを移行できるためと思われる｡
相手ターンの途中での割り込みは接触場面と母語場面で異なり､ 接触場面では区切れがあ
る場合が無い場合に比べて多いのに対し､ 母語場面ではその反対になっている｡ これは､
接触場面ではが理解しやすいようが自己の発話がの発話と重ならないよう事
前に調整しているため､ 区切れが無い場合での割り込みが少なくなっていると考えられる｡
また､ 区切れがある場合での割り込みが多いのは､ が言いよどんだ際にが
の発話したい内容を予測して引き継ぐといった､ の日本語能力の不足を助けるため
の発話があることにもよる｡. 割り込み発話の内容
次に､ 割り込み発話の内容に着目する｡ 表から表は､ 割り込み発話の内容による分
類の結果である｡
【表】 割り込み発話の内容―
【表】 割り込み発話の内容―接触場面
――
〈〉
調 和 系 調 整 系 独 立 系
計フィード
バック 完結 確認
関連
質問
情報追加･
訂正
先取り
応答
継続・
戻し 展開
小計
(％)

() () () () () () () () 
()
合計 () () ()
調 和 系 調 整 系 独 立 系
計フィード
バック 完結 確認
関連
質問
情報追加･
訂正
先取り
応答
継続・
戻し 展開
小計
(％)

() () () () () () () () 
()
合計 () () ()

【表】 割り込み発話の内容―母語場面
調和系には､ 先行発話の内容から受けた印象や感想､ 同意を表す ｢フィードバック｣､
相手の発話を引き継いで文として完成させる ｢完結｣ の例が見られた｡
調整系には､ 先行発話の内容の ｢確認｣､ 先行発話に関連した内容についての ｢関連質
問｣､ それまでの会話の内容にさらなる情報を付け加えたり､ 内容を訂正したりする ｢情
報追加・訂正｣､ 先行話者がターンを終える前に内容を先取りして発話を開始する ｢先取
り応答｣ があった｡
独立系には､ 先行発話に先立つ自分の発話の内容を継続したり､ 先行発話のトピックか
らそれまでに自分が話していたトピックに戻したりする ｢継続・トピックの戻し｣､ 現在
のトピックの ｢展開｣ が見られた｡.. 日本語非母語話者の割り込み発話の内訳は､ 独立系例 (％)､ 調整系例 (％)､ 調和系
例 (％) となった｡ の割り込み発話の中で最も多いのは ｢フィードバック｣ であっ
たが､ にはこの例が見られなかった｡
調整系では ｢関連質問｣ が例 (％) と最も多い｡ これはの傾向と同じだが､と違っての場合､ トピックが飛躍しすぎて先行話者のが話そうとしていた内
容を話す機会がなくなることがあった｡ このようなトピックの展開の仕方はに特徴
的だと言えるかもしれない｡
独立系は最も多く､ ｢継続・戻し｣ が例 (％)､ ｢展開｣ が例 (％) ある｡
これらの割り込み発話は､ 日本語能力の比較的高い･･に多かった｡.. 日本語母語話者
接触場面､ 母語場面の両方において､ 多い順に､ 調和系､ 調整系､ 独立系となっている｡
接触場面は調和系例 (％)､ 調整系例 (％)､ 独立系例 (％)､ 母語
場面は調和系例 (％)､ 調整系例 (％)､ 独立系例 (％) である｡
調和系の内訳は､ 母語場面ではすべてが ｢フィードバック｣ であるのに対し､ 接触場面
の場合は ｢完結｣ が例 (％) ある｡ 母語場面でも ｢完結｣ は起こりうるが､ 接触場
面ではが日本語能力不足のために言いよどんだところで現れることが多く､ その点
では接触場面に特徴的だと言えるだろう｡
調整系の内訳は､ 接触場面も母語場面も同様の傾向を示している｡ ｢先取り応答｣ につ
――
〈〉
調 和 系 調 整 系 独 立 系
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情報追加･
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(％)

() () () () () () () () 
()
合計 () () ()

いて､ 母語場面と接触場面を比較すると､ 接触場面が若干少ない｡ 接触場
面は､ が理解しやすいように､ の発話が終わるまで自分の発話を開始するの
を待つという調整をしていたようである｡
独立系は､ 母語場面では ｢継続・戻し｣ が多いのに対し､ 接触場面では例 (％)
のみとなっている｡ これは､ 接触場面ではが会話の展開をに譲り､ 自分の話した
い内容は抑えようという意識によるものと思われる｡. 割り込み発話の原因. 割り込み発話と留意・評価の関係 ､  で扱った割り込みの位置と割り込み発話の内容を併せて示すと､ 表のよ
うになる｡
【表】 割り込み位置と内容 (％)
の割り込み発話は､ 相手がターンを開始した直後の独立系が例 (％)､ 相手
の発話途中の独立系で区切れが無い場合が例 (％) と多い｡ 調整系の割り込み発話
数は､ 相手ターン開始直後が例 (％)､ 発話途中で区切れがある場合例 (％)､
区切れがない場合例 (％) と同程度で､ 先行発話の末尾でのものは例 (％)
のみである｡
――
〈〉
 接触場面 母語場面
先行発話末尾
調和 () () ()
調整 () () ()
独立 () () ()
相手ターン開始直後
調和 () () ()
調整 () () ()
独立 () () ()
発話途中－区切れあり
調和 () () ()
調整 () () ()
独立 () () ()
発話途中－区切れなし
調和 () () ()
調整 () () ()
独立 () () ()
計 () () ()

一方､ 接触場面の割り込み発話で最も多いのは先行発話末尾の調和系､ 発話途中で
区切れのある場合の調和系でいずれも例 (％) である｡ に多くみられた相手
ターン開始直後の独立系は見られず､ 相手の発話途中の独立系は､ 相手の発話に区切れが
ある場合､ 無い場合ともに例 (％) だった｡
母語場面については､ 最も例が多かったのは相手の発話途中で区切れが無い場合の
調和系例 (％)､ 次いで先行発話末尾の調整系､ 相手の発話途中で区切れが無い場
合の調整系が並んで例 (％) となった｡ やはり､ に多かった相手ターン開始
直後の独立系は例 (％) のみと少ない｡
以上からはとは明らかに質の異なる割り込み発話をしていることがうかがえる｡
こういったの割り込み発話について､ フォローアップ・インタビューでにどのよ
うに感じたかを尋ねたところ､ が自分のペースだけで話を進めている印象をもった
という､ 否定的評価をしていたことがわかった｡
そこで､ なぜそのような割り込み発話が起きるのか､ 非言語行動も併せて観察したとこ
ろ､ 次の原因が考えられた｡ ①相手の話そうとしていることを示すシグナルを認知できな
い､ ②会話の流れの予測が正しくできないため､ 先行発話が途中であるのに終了したと判
断してしまう (誤認)､ ③自己の発話を優先させる､ である｡ 割り込み位置が相手ター
ン開始直後では①か③が､ 相手の発話の途中の区切れでは②か③が､ 先行発話の末尾と相
手の発話の途中で区切れが無い場合は③が原因となる｡ ①と②が意図的ではない割り込み､
③が意図的な割り込みと言える｡ 表に原因別の内訳を示す｡
【表】 の割り込み発話の原因 (％)
相手ターン開始直後では例中例がシグナルの認知ができないことによるものだとわ
かる｡ また､ 相手の発話途中の区切れがある場合では例中例がの誤認によるも
のであった｡ 予想以上に非意図的な割り込みをしていることがうかがえる｡
以下で､ 実際の例をみていく｡. シグナルの不認知
会話においては､ 会話参加者が ｢自分が発話を開始する｣､ ｢発話を終了するので相手に
ターンを渡す｣ といったターンのやり取りに関するシグナルを互いに送り合って､ スムー
――
〈〉
①シグナル不
認知 ②の誤認 ③自己の発話優先 計
先行発話末尾 () () () ()
相手ターン開始直後 () () () ()
発話途中－区切れあり () () () ()
発話途中－区切れなし () () () ()
計 () () () ()

ズな交代を可能にしていると考えられる (､ )｡ しかし､ そのシグナル
がわからなければ当然問題が起きやすくなる｡ このシグナルの不認知による割り込み発話
は全体で例 (％) あった｡ 次の例では､ がのターン開始のシグナル
を認知していない｡
【例】
とは話すのはこのデータ収録時が初めてだが､ 以前にファミリーレストラ
ンで会ったことがある､ と話している｡ がその時の状況を説明し､ ｢そん時ちょうど｣
と言ったところでが ｢そうそうそう｣ と相づちを打っている｡ ｢そん時ちょうど｣
での発話が文としてまとまっており､ ができているが､ があいづちだけ
でターンをとらなかったので､ が続きを話そうと ｢でー｣ という言葉でターンを再
度開始した｡ しかしその直後､ が発話を始め､ が自分の発話を中断し､ ター
ンを譲った｡は途中まで話し手であるを見ているが､ 自分がターンを取る直前に
から視線を外している｡ そして話し始めたところで再度に視線を戻している｡ 
から視線を外している間､ はレストランで会った時のことを思い出していたとフォ
ローアップ・インタビューで話しており､ が ｢でー｣ と発話を開始したことに気付
いていないように思われる｡ はのターン開始のシグナルを認知していないと
捉えられるのである｡の発話内容は先行発話のトピックと一致しており一見会話はスムーズに流れて
いるが､ フォローアップ・インタビューによると､ はの割り込みに留意､ 否
定的評価をしている｡ 何か言おうとした時にそれを遮られた場合､ 結果的に相手の発話内
容がその文脈で受け入れられるものであっても､ 強く留意するのは当然のことであろう｡
また､ 相手との関係がまだ構築されていない場合では否定的評価にも繋がりやすいのでは
ないか｡ は意図せずして､ そのような割り込みをしてしまったのである｡
――
〈〉
動作
視線 ―――――――――――――――――――――――――――――――――→――――そうそうそう [あ あそこ
視線
動作
あたしが誰かと一緒にいっ 行ったんだよ そん時ちょうど‖ でー[―――――――――――――――――――↓――――――――――――――――――
動作
視線 ―――――――――――――――――――で初めて会ったんだよね確かに さんと
視線
動作
―――――――――――――――――――

. 誤認
会話において会話参加者は､ それまでの会話の内容の文脈から相手の発話が終了したか､
まだ続きがあるかを判断し､ でを行う｡ しかし､ の場合､ 相手のター
ンが終了していないのに区切れができた箇所をだと誤って捉え､ ターンを開始して
しまう例が例 (％) あった｡
次はの例で､ 大学受験が話題である｡ が､ 日本では推薦入試で合格が早い
時期に決まると勉強しなくなる人が多い､ と話したところでが ｢なんでだろう｣
と問いかけた｡ それに対しは､ 受験勉強は辛いため､ 勉強するために大学を目指し
ても合格してしまえば勉強しなくなる､ ということを話そうとした｡ しかし ｢多いけどー｣
と言ったところでが ｢あーそうだよねー｣ と言い､ が再度 ｢多いけどー｣ と
繰り返して続きを話そうとした時には実質的な発話を始めている｡
【例】
この会話の文脈からすると､ ｢多いけどー｣ の後に勉強をしなくなる理由が話されると
予測できる｡ しかしは､ はじめの ｢多いけどー｣ でのターンが終了した､ す
なわちができたとみなしているようである｡ また､ 相手ターンが続くという予測が
できなかったことに加え､ の二度目の ｢多いけどー｣ は初めよりも語調が強められ､
同時に言葉を強調するように手を動かしており､ これがターン維持のためのシグナルとなっ
ているが､ は終始を見ているにも関わらずのシグナルを理解できなかっ
たようである｡ これは､ の発話を ｢勉強したくて学校を目指す人が多いけど｣､ ｢勉
強は嫌なのではないか｣ という文の倒置になっていると捉え､ の結論が既に現れて
いると解釈したためであろう｡ ｢勉強したくて学校を目指す人が多いけど｣､ その人たちが
どうであるか､ という後続発話があるとは予測できなかったのである｡
このように､ 発話を終わらせるには内容が不十分でがまだ話そうとしているのに､が割り込んだことで､ は強く留意した｡ それは ｢多いけど｣ の繰り返しにも
現れている｡ しかしは自分が割り込みをしていることに気付いていない｡
――
〈〉
動作
視線 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――なんで↑なんでだろう んー
視線
動作
やっぱ＊やなんじゃないかな 勉強したくてー学校目指す人が多い↓――↓―――↓―――――――――――――――――→――――――――
動作
視線 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――あーそうだよねー [やっぱり他の大学にー 推薦されちゃってー
視線
動作
けどー 多いけどー[ んー――――――――――――――――――――――――――――――――――――
(手を上下に動かす) 

. 自己の発話の優先
相手が発話をしており､ その箇所がではないことを承知の上で割り込むものであ
る｡ 全体で例 (％) あった｡
【例】
インドネシアの大学受験の制度についてが話していたところである｡ が
当時志望していたのは薬学部だったが､ 制度上第･第志望も決めなくてはならず､の所属する日本語学部は軽い気持ちで第志望にしたということだった｡
発話の内容のまとまりから､ の ｢考えないでー｣ でができたと判断できる｡
また､ ｢考えないでー｣ が下降イントネーションで発音されたこと､ ｢あまり考えないでー｣
と言ったところで視線がから外されたこと､ ポーズができたことがターン終了のシ
グナルとなっている｡ これらから､ はがそれ以上発話しないものと判断し､
｢第一志望だけしか｣ との当時の志望の話をしようと発話を開始した｡ そこに
が ｢そうそう｣ と割り込んでいる｡ まだの実質的な発話が終わっていないが ｢そう
そう｣ と言っていることから､ の話そうとしていることを予測し､ それに同意する
つもりで意図的に割り込んだと思われる｡ しかし､ 内容としては ｢そうそう｣ と言ってい
るものの､ が発話しようとしたことの予測を誤っており､ 第志望にしていた日本
語学科の話へと､ 異なる方向へ展開させている｡ このためには再び当初の予定内容
を話す機会がなくなった｡
このような､ あえて相手の発話に割り込むものは､ 意図的に話題を変えるか､ 相手の発
話内容を踏まえて関連することを言うために行われる｡ この例は後者を意図して行われた
と思われるが､ は予測を誤って異なる方向へ導いてしまった｡ これについて､ フォ
ローアップ・インタビューによるとは強く留意し､ 否定的評価をしていた｡ この例
の場合､ 聞き手がであれば予測ができ､ 先行発話話者の言おうとしていた内容から大
きく外れることはなかったのではないかと思われるが､ はそれに失敗している｡
――
〈〉
動作
視線 ――――――――↓――――――――――――――――――――――→―――――ただ その時はただ ほんとにただ書いただけだよ あまり考えないでー‖
視線
動作
んー 第一希望だけ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――→
動作
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しか[→――――――――――――――――――――――

. まとめと考察
以上の分析をまとめると､ 以下のようになる｡ 割り込み発話について割り込み位置から分析すると､ では相手のターンが開始
した直後､ 先行発話の途中が多かった｡ それに対し接触場面では相手ターン末尾､
先行発話途中の区切れがある場合が多く､ 母語場面では相手ターン末尾､ 先行発話
途中の区切れが無い場合が多かった｡ は先行発話の実質的な内容が終了する前の
割り込みがほとんどだったのに対し､ は先行発話が終了しかけた位置での割り込み
が主だった｡ 接触場面と母語場面を比較すると､ 相手の発話途中で区切れがない場合におけ
る割り込みは､ 接触場面は母語場面より少ない｡ これは､ 接触場面が､ 相手
のの発話と自分の発話が重ならないように調整していたためだった｡ の割り込み発話は調和系が最も多く､ 次いで調整系､ 独立系となっていた｡ 反対
に､ の割り込み発話の内容は､ 先行話者のターンを支持するための調和系はほと
んどなく､ 独立系が多かった｡ また､ 調整系であっても､ 先行発話の内容を踏まえてい
ない､ トピックからずれた発話をしている例が少なからずあった｡ これらの割り込みは､から否定的評価を受けていた｡ の割り込み発話の原因には､ 意図的に割り込む ｢自己の発話の優先｣､ 非意図的
な割り込みである ｢シグナルの不認知｣､ ｢の誤認｣ がある｡ 割合としては後者二
つによるものも高い｡ これは､ はのターン開始のシグナルがわからなかったり､の発話が継続するのか予測できなかったりしたことによっていた｡ の割り込み発話が意図的な ｢自己の発話の優先｣ である場合､ が意図してい
なかった方向に話を展開させてしまうことがあった｡ これは､ の会話予測能力の
不足が原因だった｡
今回の会話の場面は初対面での自由会話だったが､ 初対面では相手との関係がまだ構築
されていないため､ まずは居心地よく会話をするためによい関係をつくろうという意識が
はたらくものと思われる｡ それに加え､ 自由会話では何かのテーマについて話し合うこと
が目的ではなく､ 会話を通して友好的な関係を構築・維持することが目的となる｡ この点
から考えると､ 普通なら相手が話し始めたところを制するようにして自分が発話権を取る
ことはしない｡ では､ なぜは割り込み発話をしたのか｡ フォローアップ・インタビュー
で多くのは､ ｢相手の話が途切れたらなるべく自分から話すようにしようと思ってい
た｣ と話しており､ 自分から積極的に会話を維持しようとしていた態度がうかがえる｡ こ
れは､ のターンが終了したと思ったら､ 次は自分がターンを取ろうと意識していたと
いうことである｡ 会話を維持､ 発展させるためには､ それまでの話題をさらに展開させた
り､ 相手に質問をしたり､新しいトピックを提出することが有効である｡ の発話が終わ
り､ 会話の流れも止まってしまうと思ったからこそ､ そういった会話を進展させるための
調整系､ 独立系の発話をし､ 結果的にそれまでの文脈から飛躍してしまい､ に留意､否
定的評価をされてしまったのだと考えられる｡ 日本語による会話で単独発話権が成立する
――
〈〉
場合､ 聞き手は聞き手としての反応と応答という会話参加を求められる (村岡：)
ことが指摘されているが､ シグナルの不認知や会話の予測の誤りのために起こった
の割り込み発話は､ 聞き手としての反応､ 応答なしに､ 自分が話し手になるためのものだっ
た｡ それは､ がに期待していた聞き手としての役割に反していたため､ から
否定的評価を受けたのである｡
一方､ は､ が強い留意・否定的評価をされるような割り込みを行っても､ 言語
的にホストの立場であるためゲストであるにターンを譲ることが多い｡ その結果
は最後まで自分の割り込みに気付かない｡ しかしこのことに気付かなければ､ 同じ割り込
みを繰り返す可能性があり､ 問題は解消されない｡ に問題の所在を意識させること
が必要である｡. 結論にかえて
本稿では､ 接触場面と母語場面の会話の割り込み発話を分析した｡ その結果､ とでは割り込み位置､ 割り込み発話の内容に違いがあることがわかった｡ その原因には､の割り込み発話には ｢シグナルの不認知｣､ ｢の誤認｣ という非意図的なものに
よるものがあることが明らかになった｡ またについて言うと､ 接触場面と母語場面と
では会話管理のしかたの違いから､ 割り込み位置に異なる傾向がみられた｡
接触場面では母語場面とは異なる接触規範が適用されるため､ 学習者の会話管理のしか
たが母語話者と異なっていることそれ自体は問題ではない｡ しかし､ 本来相手のターンを
脅かすつもりがないのに結果的に割り込んでしまったのは学習者の本意ではない｡ まして
やそれが否定的評価につながるものであれば､ 学習者は回避したいはずである｡
学習者の逸脱の原因が社会言語的能力の不足であっても､ 会話の相手は学習者と自分が
社会言語的規則を共有していないとは意識しないため､ 逸脱の原因をその人の態度やパー
ソナリティに求めることが多い ()｡ 割り込み発話に対する否定的な評価
が､ 学習者自身に対する否定的評価にもなりかねないのである｡
これらの点から考えると､ 日本語学習者が日本語の会話がどのような社会言語的規則か
ら成り立っているかを知ることは大変重要である｡ この点について岡崎 (：) も､
日本語学習者は母語の談話能力はもっているが､ ｢それは日本語のそれとは異なった文化
的社会的背景の下に獲得されたものであり､ 日本語の談話の中でそのまま使用することは
できない｣ と指摘している｡
学習者が本稿でみられた否定的評価を受ける割り込み発話をしないようにするためには､
日本語の会話における発話権を取るための方法､ 聞き手が求められる会話参加のしかた､
非言語を含めたターンのやり取りに関するシグナル､ 談話の構造といった社会言語的知識
を習得することが求められる｡ そのために､ 会話教育でもこういった項目を積極的に取り
上げることが必要であろう｡
――
〈〉
【注】 本稿では次のように用語を定義する｡
割り込み発話：話し手が話し続けている時に聞き手が相づち以外の発話をすること
相づち：相手の発話が続いているあいだに聞き手がする､ 表現形式が定まっている発話
ターン：一人の話し手が話し始めてから話し続けることをやめるまで (李)
発話権：発話を続け､ 発話目的を達成する権利 (藤井) ｢初対面に準ずる｣ とは､ 会ったことはあるが話すのは初めてという場合である｡ 藤井 () では､ 先行話者の発話を引き継いで文を完結させる ｢完結｣ は挙げられ
ていないが､ トピックの一致と発話権の移動がないことから考えて調和系に入るものと
判断する｡ 割合は､ 小数点第二位を四捨五入して計算した｡ そのため､ 割合の合計が％になっ
ていない箇所がある｡ 以下､ ％になっていない箇所は同様の理由による｡
【参考文献】()  －
() －
ファン, .  () ｢対象者の内省を調査するフォローアップ・インタビュー｣ .. ネウストプニー・宮崎里司共編著 『言語研究の方法』 くろしお出版－
藤井桂子 () ｢発話の重なりについて―分析の試み―｣ 『言語文化と日本語教育』 号－ お茶の水女子大学日本言語文化学研究会
深沢のぞみ () ｢会話への積極的参加としての割り込み発話―異文化間コミュニケー
ションギャップとの関連―｣ 『平成年度日本語教育学会春季大会予稿集』 日本語教
育学会 － ()  
初鹿野阿れ () ｢発話ターン交代のテクニック―相手の発話中に自発的にターンを始
める場合―｣ 『東京外国語大学留学生日本語教育センター論集』 号 －
生駒幸子 () ｢日常会話における会話の重なりの機能｣ 『世界の日本語教育』 号 国
際交流基金日本語国際センター －
木暮律子 () ｢話者交替における発話の重なり―母語場面と接触場面の会話について―｣
『日本語科学』 号 国立国語研究所 －
小室郁子 () ｢における―実態の把握と指導の重要性―｣
『日本語教育』 号 日本語教育学会 －
李麗燕 () ｢日本語母語話者の会話管理に関する一考察―日本語教育の観点から―｣
『日本語教育』 号 日本語教育学会 －
――
〈〉
俣野夕子 () ｢接触場面における話者交代｣ 『阪大日本語研究』 号 －
村岡英裕 () ｢アクティビティと学習者の参加―接触場面にもとづく日本語教育アプ
ローチのために―｣ 宮崎里司､ ヘレン・マリオット編 『接触場面と日本語教育 ネウ
ストプニーのインパクト』 明治書院 －
ネウストプニー, . . () ｢日本語教育と言語管理｣ 『阪大日本語研究』 号－
() ｢日本研究の方法論―データ収集の段階―｣ 『待兼山論叢』号 大阪大学文学部紀要 －
岡崎敏雄 () ｢談話の指導―初～中級を中心に―｣ 『日本語教育』 号 日本語教育学
会 －＆()  －
(はせがわ のりこ・名古屋大学大学院国際言語文化研究科在学)
――
〈〉
